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CVCから描く新たなイノベーション

｜  S p e c i a l  F e a t u r e   ｜

未来を「共創」する



広 報 誌

20 テレビCM放映中！
出光のCNXで、このまちを守る。
カーボンニュートラルに挑む誇りを描く

2030年ビジョン「責任ある変革者」の実現に向かう、
出光グループの“今”をお届けする広報誌。

毎号の特集で、当社グループにおける注目の話題をピックアップし、
さまざまな切り口でご紹介。
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3 TOP MESSAGE

代表取締役社長 社長執行役員（兼）CEO 木藤 俊一

CVCから描く
新たなイノベーション

6 Special Feature

未来を「共創」する

取締役副社長 副社長執行役員 澤 正彦
専務執行役員（兼）先進マテリアルカンパニープレジデント 中本 肇
執行役員 事業投資統括担当（兼）事業投資統括室長 尾沼 温隆

人の力で変革をカタチに

14 漫画で伝える 私たちの物語

第2話　有機EL

2

人
の
力
で

変
革
を

カ
タ
チ
に

TOP
MESSAGE

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
い
う

変
わ
ら
な
い
責
務
を
果
た
す

2
0
2
4
年
は
、
当
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

と
し
て
の
使
命
を
痛
感
し
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
国
内
で
は
、
元
日
に
発
生
し
た
令
和
6
年

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
記
録
的
な
猛
暑
や

豪
雨
、
台
風
な
ど
、
日
本
は
相
次
ぐ
自
然
災

害
に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、
石
油
製
品
は
、
常
温
で
液
体
で
あ
り
、

運
び
や
す
く
、
貯
蔵
し
や
す
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

密
度
に
優
れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
に
お
け
る
「
最
後
の
砦と

り
で

」
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
を
見
渡

せ
ば
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ

ル
・
ハ
マ
ス
の
紛
争
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
政

学
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
人
々
の
生
活
と
経
済
活
動
を

支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
い
う
責
任

の
重
さ
を
、
当
社
は
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長 

社
長
執
行
役
員（
兼
）C
E
O 

木
藤 

俊
一

3



カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に
向
け

重
点
4
事
業
の
社
会
実
装
を
推
進

一
方
、
脱
炭
素
へ
の
移
行
も
、
着
実
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
昨
年
11
月
に
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
開
催
さ
れ
た
C
O
P
2
9

で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
た
め
に

は
各
国
の
自
主
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
当
社
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
移
行
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
に
発
表
し
た
中
期
経
営
計
画

に
お
い
て
、
当
社
が
持
つ
知
見
・
技
術
・
イ

ン
フ
ラ
設
備
を
活
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

新
規
事
業
16
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て

2
0
2
3
年
度
に
は
、
そ
の
中
か
ら
市
場
形
成

の
蓋が

い

然
性
と
時
間
軸
を
見
極
め
、
優
先
的
に

投
資
や
資
源
配
分
を
行
う
重
点
4
事
業
と
し

て
「
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
」「
e-

メ
タ
ノ
ー
ル
」

「
S
A
F
（
持
続
可
能
な
航
空
燃
料
）」「
リ
チ

ウ
ム
固
体
電
解
質
」
を
選
定
し
ま
し
た
。

「
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
」で
は
、Exxon M

obil 

 
C

orporation

が
米
国
テ
キ
サ
ス
州
ベ
イ
タ
ウ

ン
で
推
進
す
る
ク
リ
ー
ン
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

製
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
参
画
す
る
検
討
を
開
始

し
ま
し
た
。
三
菱
商
事
株
式
会
社
と
、
ア
ン
モ

ニ
ア
の
引
き
取
り
、
運
搬
船
や
輸
入
受
け
入
れ

拠
点
の
効
率
運
用
に
関
し
、
共
同
で
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
3
0
年
ま
で
に
周

南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
年
間
1
0
0
万
ト

「
リ
チ
ウ
ム
固
体
電
解
質
」
は
、
E
V
の
本

格
普
及
に
向
け
た
キ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
で
す
。
現

在
の
E
V
が
抱
え
る
航
続
距
離
や
充
電
時
間

の
課
題
を
解
決
す
る
次
世
代
電
池
と
し
て
期

待
さ
れ
る
全
固
体
電
池
の
材
料
と
な
り
ま
す
。

2
0
2
7
年
か
ら
2
0
2
8
年
の
実
用
化
に

向
け
、
大
型
パ
イ
ロ
ッ
ト
装
置
の
基
本
設
計
を

開
始
し
ま
し
た
。
生
産
能
力
は
年
間
数
百
ト
ン

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
生
産
規
模
と
な
り
ま
す
。
大
型
パ
イ

ロ
ッ
ト
装
置
で
製
造
し
た
固
体
電
解
質
は
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
が
開
発
す
る
E
V
向

け
の
全
固
体
電
池
で
使
用
さ
れ
る
計
画
で
す
。

市
場
の
拡
大
を
見
据
え
、
固
体
電
解
質
の
量
産

体
制
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
4
事
業
は
、
い
ず
れ
も
市
場
形
成

の
蓋
然
性
が
極
め
て
高
く
、
現
時
点
で
待
っ
た

な
し
で
取
り
組
む
べ
き
分
野
と
し
て
選
定
し
た

も
の
で
す
。
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
テ
ー
マ
に

お
い
て
も
、
各
事
業
の
特
性
や
市
場
の
成
熟
度

に
応
じ
て
、
戦
略
的
な
資
源
配
分
を
行
い
な
が

ら
、
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
0
2
4
年
1
月
に
は
国
内
13
カ

所
に
点
在
し
て
い
る
研
究
・
開
発
拠
点
を
統
合

し
、
統
合
研
究
所
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
生
産
技
術
、
開
発
技
術
等
の
研
究
を

統
合
研
究
所
に
集
約
し
、
事
業
を
横
断
し
た
研

究
開
発
体
制
の
構
築
と
社
外
連
携
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
統
合
研
究
所
を
中

心
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
技
術
革
新
を
加
速
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

ン
超
の
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
の

供
給
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
周
辺

の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
同
検
討
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
研
究
開
発
に
お
い
て
、

当
社
は
、
常
温
・
常
圧
の
環
境
下
で
ア
ン
モ
ニ

ア
を
連
続
的
に
合
成
す
る
技
術
の
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
世
界
最
高

性
能
の
ア
ン
モ
ニ
ア
生
成
速
度
を
達
成
し
ま
し

た
。
実
用
化
ま
で
は
ま
だ
壁
は
あ
り
ま
す
が
、

革
新
的
な
製
造
方
法
の
社
会
実
装
に
も
挑
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
製
造
、
輸
送
、
販
売

の
各
段
階
で
社
会
実
装
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
e-

メ
タ
ノ
ー
ル
」
は
、
工
場
や
大
気
中
な

ど
か
ら
回
収
し
た
C
O

2

と
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
を
用
い
て
製
造
し
た

水
素
を
合
成
す
る
こ
と
で
生
成
さ
れ
ま
す
。

e-

メ
タ
ノ
ー
ル
は
船
舶
燃
料
と
し
て
そ
の
ま

ま
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
e-

メ
タ
ノ
ー
ル
を

「
人
が
中
心
の
経
営
」で

多
様
な
価
値
観
と
知
恵
を
結
集
す
る

当
社
は
創
業
以
来
1
1
4
年
、「
人
を
つ
く

る
こ
と
が
事
業
で
あ
っ
て
、
石
油
業
は
そ
の

手
段
」
と
い
う
創
業
者
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
常
に
新
し

い
価
値
創
造
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
石
油

が
枯
渇
す
る
と
い
わ
れ
た
50
年
以
上
前
か
ら
、

地
熱
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
歴
史
が
そ
の
証
し
で
す
。
企
業
が
1
0
0

年
を
超
え
て
存
続
す
る
に
は
、
大
き
な
環
境

変
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
乗
り
越
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
当
社
は
事
業
を
通
じ
て
人

を
育
て
、
そ
の
育
っ
た
人
財
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ら
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
未
来
が
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
か
を
見
通
す
こ
と
は
不
可
能
で

す
が
、
人
さ
え
育
っ
て
い
れ
ば
、
い
か
な
る
環

境
に
な
ろ
う
と
も
次
の
時
代
を
見
据
え
た
事

業
経
営
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、
今
の

当
社
を
取
り
巻
く
混
沌
と
し
て
正
解
が
見
え

な
い
世
界
の
中
で
は
、
単
一
の
価
値
観
で
は

な
く
、
多
様
な
人
の
知
恵
を
結
集
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
「
全

従
業
員
が
主
役
」
と
な
り
、
物
事
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
社
内
外
で
関
わ
る
相
手
の
価
値

観
を
尊
重
、
包
摂
し
、
共
創
・
協
業
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
多
様
な
人
財
集
団
で
あ
り

続
け
ま
す
。

原
料
と
し
て
燃
料
や
化
学
品
な
ど
を
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
社
の
既
存
事

業
と
非
常
に
親
和
性
が
高
い
分
野
で
す
。
既
存

の
内
燃
機
関
や
化
学
品
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
S
A
F
」
で
は
、
航
空
分
野
に
お
け
る
脱

炭
素
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
2
0
3
0
年
ま

で
に
国
内
供
給
50
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
千
葉
事
業
所

で
は
A
T
J
＊
1

技
術
を
、
徳
山
事
業
所
で
は

H
E
F
A
＊
2

技
術
を
使
っ
た
S
A
F
製
造
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
、
最
適

な
設
備
構
成
と
機
器
の
仕
様
、
建
設
コ
ス
ト
な

ど
の
検
討
に
着
手
し
て
お
り
、
2
0
2
5
年
度

内
の
最
終
投
資
判
断
を
目
指
し
て
着
実
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

挑
戦
を
通
じ
て

変
革
を
カ
タ
チ
に

2
0
2
5
年
は
、
中
期
経
営
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
る
と
同
時
に
、
次
期
中
計
の
策
定
に
着

手
す
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
は
多
様
な
道
筋
の
下
で
進
め

る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
の
安
定
供
給
責
任
を
果

た
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
既
存
の
5
つ
の

セ
グ
メ
ン
ト
は
収
益
基
盤
の
柱
で
あ
り
続
け
ま

す
。
こ
の
既
存
事
業
に
お
け
る
資
本
効
率
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
、
ま
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
再
構
成
を
通
じ
て
、
2
0
2
5
年
度

R
O
E
10
％
以
上
と
早
期
の
P
B
R
1.0
倍
超

達
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

安
定
供
給
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

の
両
立
は
大
変
難
し
い
課
題
で
す
が
、
引
き

続
き
地
に
足
を
着
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
2
0
3
0
年
お
よ
び
2
0
5
0
年
ビ
ジ
ョ

ン
達
成
に
向
け
て
、
こ
う
し
た
「
変
革
」
を
成

し
遂
げ
る
に
は
多
く
の
挑
戦
が
必
要
で
あ
り
、

挑
戦
を
通
じ
て
考
え
抜
き
、
働
き
抜
く
こ
と
で

人
が
育
ち
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
社
の
経
営
目
的

そ
の
も
の
で
す
。

道
の
り
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
当
社
こ
そ
が
今
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
の
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
と
の
自
負
を

持
っ
て
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「 安 定 供 給 」と「エネルギートランジション」 、
2つの使 命を果たしていく

＊1　ATJ（Alcohol to Jet）：エタノールからSAFを製造する技術
＊2　HEFA（Hydroprocessed Esters and Fatty Acids）：植物油などを水素化処理して得られるエステル・脂肪酸からSAFを製造する技術・プロセス 45



JV
スタート
アップ

カーブ
アウト

アカデミア

Type別
サービス

ステーション

リチウム
電池材料

高速通信・
次世代ディスプレー

ブルーアンモニア/
水素

バイオ/合成燃料・
グリーンケミカル・

潤滑油

出光グリーン
エナジーペレット

環境対応
農畜産資材

サーキュラーエコノミー/
リサイクル

MaaS分散型電源

コア技術 CVC

スマートよろずや
（多様なエネルギー・モビリティサービス）

多様な省資源・
資源循環ソリューション一歩先のエネルギー

オープンイノベーション
M＆A

CCUS

＊　ニートSAF数量として

3
年
間
最
大
1
0
0
億
の
枠
で

エ
ネ
ル
ギ
ー・マ
テ
リ
ア
ル
領
域
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
投
資

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
、
当
社
は
今
必
要
と

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
を

担
い
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
へ
の
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
の
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
、
新
し
い
事
業
領
域
に
挑
戦
を
続

け
て
い
る
。

2
0
2
2
年
の
中
期
経
営
計
画

で
、
当
社
は
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
転
換
に
向
け
た
3
つ
の
事
業

領
域
と
し
て
、「
一
歩
先
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
多
様
な
省
資
源
・
資
源
循

環
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」「
ス
マ
ー
ト

よ
ろ
ず
や
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
構
造
改
革
を
実
現
し
、
目
指
す

社
会
の
あ
り
方
を
カ
タ
チ
に
す
る
た

め
に
、
当
社
は
2
0
1
9
年
以
降
、

日
米
欧
の
有
力
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
を
通
じ

て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資
に
関
す

る
知
見
を
蓄
積
し
て
き
た
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
C
V
C
を
2
0
2
4
年
7
月
に

設
立
。
ま
ず
は
今
後
3
年
間
で
最
大

1
0
0
億
円
の
投
資
枠
を
設
定
し
、

革
新
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の

投
資
や
連
携
に
よ
る
共
創
を
本
格
的

に
進
め
て
い
く
。

CVCから描く新たなイノベーション

未来を
「共創」する

2024年7月、当社は初となるコーポレートベンチャーキャピタル*（CVC）を設立した。
経済活動や人々の暮らしを支えるエネルギーの安定供給を継続しながら、

持続可能な社会を実現させるため、世界中の企業が技術革新を加速させている。
エネルギーの安定供給とカーボンニュートラル社会の実現という難題に

「共創」で挑む、当社の新たな挑戦を特集する。

スイスに本社を置く、マテリアル・クリーンテッ
ク分野に特化したベンチャーキャピタル。2000
年の創設以来、20年以上の豊富な投資実績を
持つ。当社は2020年から同社のファンドに出資
しており、新たにCVC推進のためのパートナー
シップを締結した。

Special Feature
老
舗
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

e
m
e
r
a
l
d
社
と
協
業

C
V
C
の
運
営
で
は
、
ス
イ
ス
の
老

舗
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル E

m
erald 

T
echnology V

entures

（
以
下
、 

e
m
e
r
a
l
d
社
）
と
の
協
業
体

制
を
構
築
。
同
社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
下
で
、
有
望
な
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
発
掘
か
ら
投
資
判
断

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
進
め
て
い
く
狙
い
だ
。

C
V
C
の
投
資
対
象
は
、
ま
ず

は
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
と
い
っ

た
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
を
目
指
す
「
C
N
X
（
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
領
域
」
と
、
バ
イ
オ
/

ラ
イ
フ
、
電
化
・
電
動
化
、
I
C
T

分
野
な
ど
の
「
先
進
マ
テ
リ
ア
ル
領

域
」
を
中
心
と
し
、
社
会
課
題
の
解

決
に
資
す
る
領
域
に
注
力
し
て
い
く
。

ま
た
、
当
社
の
C
V
C
設
立
の
目

的
の
ひ
と
つ
と
し
て
人
財
の
育
成
が

あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
共
創
に

は
、
高
度
な
専
門
性
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
だ
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
世
界

の
革
新
的
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

と
の
対
話
や
投
資
判
断
の
実
践
を
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

共
創
の
知
見
と
実
力
を
備
え
た
人
財

を
育
成
し
て
い
く
。

こ
の
C
V
C
は
、
2
0
2
7
年
度

に
新
設
を
予
定
し
て
い
る
統
合
研
究

所
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」
を
は
じ
め
、
ア
カ
デ
ミ
ア
連
携
、

M
&
A
等
と
並
ぶ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
策
の
柱
の
ひ
と
つ
だ
。
さ
ま
ざ
ま

な
戦
略
オ
プ
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
価
値
創
造
を
加
速
さ
せ
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
テ
リ
ア
ル
の
安
定

供
給
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社

会
の
実
現
と
い
う
使
命
に
挑
む
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
詳
し
い
C
V
C

設
立
の
狙
い
や
運
用
体
制
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

事
業
領
域

社
会
実
装
テ
ー
マ

既存事業

革新的なビジネスモデル・技術

CVC投資（スタートアップ投資）
3年間で最大100億円

先進マテリアル

・クリーンアンモニア、水素
・次世代燃料
　（SAF、e-メタノール）
・バイオマス開発
　（原料・燃料）
・グリーンケミカル・潤滑油
・ネガティブエミッション

・バイオ/ライフ
　（バイオものづくりなど）
・電化・電動化
　（電池関連材料など）
・ICT

CNX

■ 2050年に向けた
オープンイノベーションの全体像

■ emerald社との協業体制

サービス提供
（投資・協業支援）

一歩先のエネルギー 多様な省資源・
資源循環ソリューション

多様で地球環境にやさしい
CNエネルギーの安定供給

産業活動・一般消費者向けの
CNソリューション

Emerald Technology Ventures

＊　 既存事業とのシナジーな新規事業創出を目的として、 
未上場の新興企業（スタートアップ）に出資や支援を行う活動

スタートアップ企業
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出
光
が
挑
む
C
V
C

「
来
た
る
べ
き
未
来
」に
今
、何
を
す
る
べ
き
か

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
構
造
的
な
変
革
期
を
迎
え
る
中
、
当
社
は
C
V
C
と
い
う
挑
戦
に
踏
み
切
っ
た
。
投
資
領
域
で
あ
る

C
N
X
領
域
を
管
掌
す
る
澤
副
社
長
、
先
進
マ
テ
リ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
中
本
専
務
と
、
C
V
C
運
営
の
専
門
組
織
と
し
て
新
た
に
設

立
さ
れ
た
事
業
投
資
統
括
室
の
尾
沼
室
長
に
、「
共
創
」へ
の
挑
戦
と
、そ
こ
に
込
め
た
想
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

執行役員 
事業投資統括担当
（兼）事業投資統括室長

尾沼 温隆

専務執行役員
（兼）先進マテリアルカンパニープレジデント

中本 肇 取締役副社長 
副社長執行役員

澤 正彦

自
前
主
義
か
ら
転
換
し
、

長
期
視
点
で
の
共
創
を
進
め
る

̶̶

改
め
て
、
C
V
C
設
立
の
狙
い

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

澤
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

を
目
指
す
2
0
5
0
年
、
そ
し
て
そ

れ
以
降
を
見
据
え
た
長
期
的
な
視
点

に
基
づ
く
投
資
に
よ
っ
て
、
来
た
る

べ
き
未
来
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

マ
テ
リ
ア
ル
を
確
実
に
供
給
で
き
る

体
制
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
本
　
率
直
に
お
話
す
る
と
、
当
社

は
良
く
も
悪
く
も
、
長
年
自
前
主
義

を
原
則
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
た
ち
の
歴
史
の
ひ
と
つ
の

特
徴
で
も
あ
り
ま
す
が
、
今
、
私
た

ち
の
メ
イ
ン
事
業
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
低
炭
素
化
・
循
環
型
社
会

へ
の
転
換
と
い
う
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
変
革
は
、
創

業
以
来
の
大
き
な
挑
戦
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
自
前
の
リ
ソ
ー
ス
だ

け
に
頼
っ
て
い
て
は
、
時
間
が
か
か

り
過
ぎ
ま
す
し
、
成
功
確
率
も
上
が

り
ま
せ
ん
。
社
外
と
の
「
共
創
」

は
、
重
要
な
戦
略
オ
プ
シ
ョ
ン
の
ひ

と
つ
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

尾
沼
　
そ
の
よ
う
な
認
識
の
下
で
、

実
際
に
2
0
1
9
年
か
ら
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
V
C
）
へ
の

出
資
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

日
米
欧
の
V
C
4
社
の
フ
ァ
ン
ド

に
出
資
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資

の
実
態
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
た
だ

し
、
V
C
へ
の
出
資
で
は
投
資
先
の

選
定
は
各
V
C
任
せ
と
な
り
、
当
社

の
戦
略
的
な
意
図
を
反
映
し
に
く
い

面
が
あ
り
ま
し
た
。

澤
　
V
C
は
財
務
的
な
リ
タ
ー
ン
を

重
視
す
る
た
め
、
比
較
的
短
期
間
で

技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
か
ら

し
さ
が
見
え
る
案
件
を
選
ぶ
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
目

指
す
技
術
革
新
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
が

必
要
で
す
。
現
在
、
当
社
で
は
、

2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
16
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
優
先
度

CVCから描く新たなイノベーション
未来を「共創」する
Special Feature

INTERVIEW
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カーボンニュートラル社会の実
現に向けた、新たなエネルギー
システムの構築を目指す領域。
以下の技術開発に注目する。

● クリーンアンモニア、水素
● 次世代燃料
　（SAF、e-メタノール）
● バイオマス開発（原料・燃料）
● グリーンケミカル・潤滑油
● ネガティブエミッション

CNX領域とは

持続可能な社会の実現に貢献
する、新しい材料技術の開発を
目指す領域。以下の3分野に注
力する。

● バイオ/ライフ
　（バイオものづくりなど）
● 電化・電動化
　（電池関連材料など）
● ICT

先進マテリアル領域とは

の
高
い
リ
チ
ウ
ム
電
池
材
料
や
S

 
A
 

F
な
ど
4
つ
の
重
点
事
業
の
社
会
実

装
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
例
え
ば
核
融
合
技
術
や
常
温
・

常
圧
下
で
の
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
技
術

な
ど
、
2
0
3
0
年
以
降
の
社
会
実

装
を
目
指
す
も
の
も
視
野
に
入
れ
、

将
来
的
な
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
核
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

中
本

　
そ
の
よ
う
な
当
社
の
戦
略
的

な
意
図
に
沿
っ
た
投
資
先
の
選
定
や

投
資
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
、
今

回
の
C
V
C
で
は
、
投
資
先
の
発
掘

か
ら
調
査
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ま
で

は
協
業
す
る
e
m
e
r
a
l
d
社
に
委

ね
、
当
社
は
戦
略
の
構
築
と
投
資
判

断
に
注
力
し
ま
す
。
2
0
3
0
年
か

ら
そ
れ
以
降
ま
で
を
見
据
え
た
よ
り

戦
略
的
な
投
資
に
よ
り
、
来
た
る
べ

き
未
来
に
対
し
、
確
実
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
マ
テ
リ
ア
ル
を
供
給
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

̶̶

3
年
間
で
1
0
0
億
円
と
い
う

投
資
枠
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
意
図
は
？

尾
沼

　
通
常
、
C
V
C
は
10
年
程
度

の
長
期
で
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
が
、
事
業
環
境
の

変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
よ
り
短
い
3
年
間
と
い
う
期
間

を
設
定
し
ま
し
た
。
先
が
見
通
せ
な

い
未
来
と
い
わ
れ
る
中
で
も
、
当
社

の
事
業
領
域
は
よ
り
不
確
実
性
の
高

い
分
野
で
す
。
軌
道
修
正
が
必
要
な

場
合
に
も
迅
速
に
対
応
が
で
き
る
規

模
で
の
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
を
意
識

し
て
い
ま
す
。

中
本

　
当
社
の
企
業
規
模
か
ら
す
れ

ば
、
3
年
間
で
1
0
0
億
円
と
い
う

投
資
は
決
し
て
大
き
な
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
従
来
の
よ
う
に
短
期
的
な

収
益
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
ず
、
10
年
、

20
年
先
の
未
来
へ
確
実
に
資
産
を
振

り
分
け
て
い
く
。
そ
れ
を
今
回
の
投

資
枠
で
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

澤
　
つ
ま
り
、
短
期
的
な
財
務
リ

タ
ー
ン
と
長
期
的
な
戦
略
リ
タ
ー

ン
、
こ
の
両
方
を
考
え
た
結
果
の
投

資
枠
と
い
え
ま
す
。
最
初
の
数
年
間

は
戦
略
リ
タ
ー
ン
に
重
き
を
置
き
ま

す
が
、
徐
々
に
財
務
リ
タ
ー
ン
の
比

重
も
高
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
化
も
見
据
え

な
が
ら
、
ま
ず
は
3
年
間
し
っ
か
り

と
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

̶̶

運
営
面
で
は
、
e
m
e
r
a
l
d
社

と
の
協
業
を
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

尾
沼

　
e
m
e
r
a
l
d
社
と
の
協

業
は
、
当
社
の
C
V
C
の
大
き
な
特

徴
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
最
後
の
投
資

判
断
は
あ
く
ま
で
事
業
会
社
で
あ
る

当
社
が
行
う
と
い
う
役
割
分
担
は
、

C
V
C
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
ま
せ

ん
。

澤
　
当
社
は
2
0
2
0
年
か
ら
同
社

の
フ
ァ
ン
ド
に
出
資
を
始
め
、
4
年

を
か
け
て
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
か

ら
、
そ
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ

で
き
る
協
業
体
制
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
e
m
e
r
a
l
d
社
は
、

す
で
に
日
本
の
企
業
と
も
協
業
実
績

が
あ
り
、
彼
ら
の
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
専
門
性
は
、
私

た
ち
の
技
術
革
新
を
加
速
さ
せ
る
大

き
な
力
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

中
本

　
e
m
e
r
a
l
d
社
が
フ
ァ
ン

ド
を
運
営
す
る
際
は
、
年
間
2
千
件

の
案
件
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
最
終

的
に
10
件
前
後
ま
で
絞
り
込
み
を
行

い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
自
前
で

や
ろ
う
と
す
る
と
、
50
年
は
か
か
る

で
し
ょ
う
ね
（
笑
）
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
知
見
を
活
用
す
る
か
ら

こ
そ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
戦
略
的

な
価
値
を
重
視
し
た
投
資
が
実
現
で

き
ま
す
。

来
た
る
べ
き
未
来
に
備
え

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
に

貢
献
す
る

̶̶

投
資
領
域
と
し
て
は
、
ま
ず
は

C
N
X
と
先
進
マ
テ
リ
ア
ル
の
2
領

域
に
注
力
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
い

て
い
ま
す
か
？

澤
　
C
N
X
領
域
に
お
け
る
究
極
的

な
狙
い
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
向
上
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
で
す
。
現
在
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
な
ど
、

C
O
2

を
出
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
移
行
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
日
本

国
内
で
の
生
産
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
海
外
の
安
価
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
そ
れ

を
貯
蔵
・
輸
送
し
や
す
い
形
に
変
換

す
る
技
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
現
在
C
O
2

と
水
素
か

ら
製
造
で
き
る
e-

メ
タ
ノ
ー
ル
の
技

術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
e-

メ
タ

ノ
ー
ル
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ジ
ェ
ッ
ト

燃
料
、
軽
油
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
燃

料
に
変
換
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
現
状
で
は
、
ひ
と

つ
の
装
置
で
複
数
の
燃
料
を
製
造
す

る
技
術
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
課

題
を
解
決
す
る
、
未
来
の
技
術
を
持

つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支
援
し

な
が
ら
、
最
終
的
に
は
日
本
国
内
で

も
ク
リ
ー
ン
な
燃
料
を
製
造
で
き
る

技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
貢
献
し
て

い
く
。
そ
れ
が
C
N
X
領
域
で
の
投

資
の
狙
い
で
す
。

中
本

　
先
進
マ
テ
リ
ア
ル
領
域
で

は
、
「
バ
イ
オ
/
ラ
イ
フ
」
「
電

化
・
電
動
化
」
「
I
C
T
」
の
3
つ

の
分
野
を
重
点
領
域
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
I
C
T
分
野
で

は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
に
貢
献
す
る
革
新
的
な
材
料

開
発
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
S
N
S

や
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
の
普
及
に

よ
り
、
世
界
の
デ
ー
タ
通
信
量
は
急

増
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
れ

を
処
理
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
消

費
電
力
量
も
大
き
な
社
会
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
材
料
技
術

で
は
処
理
能
力
に
限
界
が
見
え
て
き

て
お
り
、
新
し
い
材
料
技
術
に
よ
る

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。 

実
は
社
内
で
も
関
連

す
る
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
課
題

に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

も
存
在
し
ま
す
。
両
者
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
決
し

て
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
持
つ

企
業
に
投
資
す
る
こ
と
で
、
技
術
的

な
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
他
、
電
動
化
社
会
の
実
現
に

向
け
た
次
世
代
電
池
材
料
の
開
発

や
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
新
素
材

の
開
発
な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
革

新
に
貢
献
す
る
材
料
技
術
を
通
じ

て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

共
創
を
通
じ
て
人
財
を
育
て
、

出
光
の
持
続
的
な
成
長
を

実
現
す
る

̶̶

C
V
C
運
営
は
ど
の
よ
う
な
組

織
体
制
・
プ
ロ
セ
ス
で
行
う
の
で

し
ょ
う
か
？

尾
沼

　
C
V
C
の
運
営
を
行
う
専
任

組
織
と
し
て
、
2
0
2
4
年
7
月
に

事
業
投
資
統
括
室
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
C
V
C
チ
ー
ム
に
は
、
本

社
・
東
京
、
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
、

米
・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
3
拠
点
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
す
る
体
制
を
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整
え
て
い
ま
す
。

中
本
　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の

協
業
に
お
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
は
極
め

て
重
要
で
す
か
ら
、
こ
の
投
資
判
断

を
い
か
に
素
早
く
意
思
決
定
で
き
る

か
が
非
常
に
重
要
で
す
ね
。

尾
沼
　
そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
そ
の

た
め
に
、
通
常
の
投
資
案
件
と
は
異

な
る
C
V
C
専
用
の
新
し
い
投
資
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
プ

ロ
セ
ス
は
可
能
な
限
り
簡
素
化
し
、

C
V
C
に
特
化
し
た
専
門
性
の
高
い

メ
ン
バ
ー
が
参
加
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
投
資
検
討
会
に
お
け
る
審
議

を
経
て
、
迅
速
な
意
思
決
定
を
可
能

に
し
ま
す
。
経
営
企
画
部
に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
と
併
せ
て
、
機
動

的
か
つ
適
切
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
確
保

し
て
い
ま
す
。

澤
　
事
業
投
資
統
括
室
は
、
ま
ず
は

e
m
e
r
a
l
d
社
と
協
働
し
て
投
資

判
断
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
が
第
一
の
役
割
で
す
が
、
同
時

に
、
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
次
世

代
の
人
財
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

中
本
　 

そ
の
点
は
私
も
強
く
共
感
し

ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の

対
話
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
技
術
や

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
理
解
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
世
界
観

や
社
会
貢
献
へ
の
想
い
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
ら
れ
る
人
財
が
必
要
で

す
。
世
界
観
が
わ
か
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
戦
略
も
立
て
ら
れ
な
い
し
、
優

先
順
位
も
付
け
ら
れ
な
い
。
ど
う
い

う
世
界
が
こ
れ
か
ら
来
る
の
か
、
ど

う
い
う
技
術
が
そ
の
と
き
に
必
要
な

の
か
。
そ
う
い
っ
た
広
い
視
野
を
持
つ

人
財
を
、
当
社
の
中
で
育
て
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

尾
沼
　
す
で
に
、
海
外
ト
レ
ー
ニ
ー

制
度
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ス

イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
の
オ
フ
ィ
ス
で
実

際
の
C
V
C
業
務
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
対
話
力
を
養
成

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
若
手
社
員
か
ら
は
前
向
き
な

声
が
上
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

中
本
　
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
は

社
会
貢
献
へ
の
意
識
が
高
く
、
自
分

た
ち
の
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て

何
を
実
現
し
た
い
の
か
、
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
企
業
と
の
共
創
は
、
人
財
育

成
と
い
う
観
点
で
、
単
な
る
ビ
ジ
ネ

ス
上
の
連
携
以
上
の
価
値
が
あ
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

澤
　
投
資
後
の
協
業
に
つ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
考
え
て
い
ま

す
。
共
同
開
発
を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ

れ
ば
、
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
績

の
あ
る
技
術
を
ア
ジ
ア
で
展
開
す
る

際
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
ケ
ー
ス
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
足
り
な
い
パ
ー
ツ

を
埋
め
る
、
と
い
う
よ
う
な
発
想
だ

け
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と

の
真
の
共
創
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
お

互
い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
共

に
成
長
し
て
い
け
る
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

̶̶

最
後
に
、
C
V
C
を
通
じ
て
目
指

す
未
来
像
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

尾
沼
　
既
存
事
業
の
変
革
と
新
規
事

業
の
創
出
、
こ
の
両
輪
を
力
強
く
回

し
て
い
く
た
め
の
新
し
い
推
進
力
と

し
て
、
C
V
C
に
よ
る
技
術
開
発
の

加
速
と
、
人
財
の
成
長
を
実
現
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
マ
テ
リ
ア
ル
を
通
じ
て
、
各

地
域
の
移
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
暮
ら

し
を
支
え
る
企
業
と
し
て
の
使
命
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

澤
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
極
め
て
重
要

な
課
題
で
す
。
こ
の
大
き
な
課
題
に

対
し
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
変
革

の
当
事
者
と
し
て
積
極
的
に
参
画
し

て
い
け
る
か
ど
う
か
が
何
よ
り
重
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
出
光
を
つ
く
っ

て
い
く
原
動
力
は
、
間
違
い
な
く

「
人
」
で
す
。
C
V
C
を
通
じ
た
人

財
育
成
は
、
そ
の
重
要
な
一
歩
に
な

り
ま
す
。

中
本
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
単
な

る
投
資
の
成
功
や
短
期
的
な
収
益
で

は
な
く
、
こ
の
C
V
C
を
通
じ
て

育
っ
た
人
財
が
、
さ
ら
に
こ
の
取
り

組
み
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
た
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
サ
イ

ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
当

社
の
持
続
的
な
成
長
に
は
不
可
欠
で

し
ょ
う
。
2
0
2
7
年
度
に
設
立
を

計
画
し
て
い
る
千
葉
の
統
合
研
究
所

も
、
そ
の
た
め
の
戦
略
の
ひ
と
つ
。

統
合
研
究
所
に
は
、
C
V
C
機
能
、

研
究
所
機
能
、
知
財
管
理
、
ア
カ
デ

ミ
ア
連
携
な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
必
要
な
機
能
を
全
て
集
約
し

ま
す
。
世
界
中
の
研
究
者
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
が
集
ま
り
、
新
し
い

価
値
を
共
創
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う

な
環
境
で
、
出
光
の
持
続
的
な
成
長

を
担
え
る
人
財
が
育
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

CVCから描く新たなイノベーション
未来を「共創」する
Special Feature
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新任研究員
細川

上司
楠本

だ
か
ら
や
る
ん
だ

ま
だ「
海
の
も
の
と
も

山
の
も
の
と
も

つ
か
な
い
も
の
」か
と

思
い
ま
す
が…

有
機
発
光
材
料
の

開
発
は

電
子
材
料
と
し
て

最
も
注
目
を

浴
び
て
い
る
の
は

無
機
半
導
体
じ
ゃ
な
い
か

い
や

そ
ん
な
こ
と

よ
り
も

な
ぜ
自
分
が…

物
理
学
専
攻
の

自
分
に
は

ま
っ
た
く
畑
違
い
の

分
野
だ

赤･

青･

緑
の

光
の
三
原
色
の
う
ち

実
用
化
が
最
も
困
難
と

さ
れ
て
い
た

青
色
の
発
光
材
料
の

開
発
だ
っ
た

そ
こ
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
の
が

GREEN BLUE

RED
出
光
は
既
存
の

事
業
の
枠
を
超
え
た

新
し
い
事
業
の
可
能
性
を

探
索
し
て
い
た

有
機
発
光
材
料
の

開
発
を
進
め
て
ほ
し
い

そ
う
だ 有

機
Ｅ
Ｌ

…

で
す
か
!?

え
？

１
９
８
５
年

画
期
的
な

発
見
で
す
！

青
い
光
は
ま
だ

無
機
半
導
体
で
も

出
せ
な
い…

し
か
も

こ
ん
な
に
明
る
い

場
所
な
の
に
！

青
い
光
を

放
っ
て
る
ぞ
！

「
ジ
ス
チ
リ
ル
ア
リ
ー
レ
ン
」

と
い
う
蛍
光
材
料
だ
っ
た

１
９
８
９
年

つ
い
に

あ
る
発
見
を
す
る

使
命
感
に
駆
ら
れ
た

細
川
た
ち
の
情
熱
は

日
々
高
ま
り…

そ
ん
な
逆
境
を

も
の
と
も
せ
ず

生
物
に
電
気
流
し
た
っ
て

光
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の

有
機
物
っ
て
い
え
ば

生
物
で
し
ょ
？

社
内
の

有
機
Ｅ
Ｌ
へ
の
関
心
は

薄
れ
始
め
て
い
た

だ
が
研
究
を
始
め
て

３
年
が
経
つ
こ
ろ

千
葉
県
の
中
央
研
究
所
＊
2
で

有
機
Ｅ
Ｌ
開
発
が
始
ま
っ
た

１
９
８
６
年

　春

出
光
だ
か
ら

有
機
な
ん
だ
よ
＊
1

な
ま
も
の

＊1　出光だから有機：石油は有機物といわれていることから､出光は長年有機合成技術を研究し、
　　　　　　　　　   　さまざまな素材や技術を開発してきました。
＊2　中央研究所：現､次世代技術研究所。

有機EL
第2 話



や
れ
る
こ
と
は

と
こ
と
ん

や
り
ま
し
ょ
う
！

こ
の
青
色
ド
ー
パ
ン
ト
＊
3

「
ス
チ
リ
ル
ア
ミ
ン
」を

加
え
て
み
よ
う

有
機
Ｅ
Ｌ
の
発
光
色
を

変
え
る
た
め
に

開
発
を
始
め
て

す
で
に

10
年
以
上
が

経
っ
て
い
た

１
９
９
７
年

細
川
た
ち
の
研
究
は

続
い
た

現
状
の
10
倍
の

光
量
が
必
要
だ

実
用
化
す
る
に
は

最
低
で
も
１
万
時
間
の

耐
久
性
と

電
気
を
流
し
て
か
ら

光
が
消
え
る
ま
で
の
時
間
も

１
分
に
も
満
た
な
か
っ
た

こ
の
蛍
光
材
料
の

光
量
は
弱
く

問
題
は
光
量
と

寿
命
だ
な…

光
る
に
は

光
っ
た
が

青
色
有
機
Ｅ
Ｌ
の
実
用
化
に

出
光
興
産
は
世
界
で
初
め
て

成
功
し
た
!!

や
っ
た
ぞ
！

「
ジ
ス
チ
リ
ル
ア
リ
ー
レ
ン
」の

光
量
と
寿
命
の
問
題
ま
で

解
決
し
た
の
だ

発
光
色
が
変
わ
っ
た

だ
け
で
な
く

＊3　ドーパント：半導体に添加する不純物のこと。

す
る
と
思
わ
ぬ

副
作
用
が
現
れ
た…

あ
そ
こ
に
も

貼
ろ
う

あ
る
も
の
を

発
表
す
る
た
め
に…

同
年 

細
川
と
上
司
の
木
村
は

米
国
で
の

「
国
際
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
学
会
」へ

参
加
し
た

商
品
開
発
の
た
め
の

研
究
だ
っ
た
ん
だ
！

こ
の
10
年
間
は

研
究
の
た
め
の

研
究
じ
ゃ
な
い…

初
め
て
商
品
と
し
て

意
識
さ
れ
た
瞬
間
で

あ
っ
た

有
機
Ｅ
Ｌ
に
し
か

出
せ
な
い

貴
重
な
青
い
光

｢

出
光
ブ
ル
ー｣

が

青
か
白
で
な
け
れ
ば

売
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は

は
い
！

!! こ
れ
な
ら

採
用
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
！

細
川
は
研
究
の
成
果
を

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ー
カ
ー
の

開
発
担
当
者
に
提
示
し
た

ま
あ

手
書
き
で
文
字
だ
け

で
す
け
ど
ね

そ
の

あ
る
も
の
と
は…

昨
晩
ホ
テ
ル
で

急
い
で
作
っ
た
割
に
は

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

う
ん

は
い



ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
の
画
面
で
目
に
す
る
有

機
E
L
（
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
）。
こ
れ

は
特
定
の
有
機
化
合
物
に
電
流
を
流
す
と
自
ら

光
を
放
つ
、
画
期
的
な
技
術
で
あ
る
。
出
光
で

は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
と
性
能
を
有
す

る
青
色
発
光
材
料
を
中
心
に
、
正
孔
輸
送
材
、

電
子
輸
送
材
な
ど
、
有
機
E
L
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に

必
要
と
な
る
有
機
E
L
材
料
全
般
を
商
品
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。

有
機
E
L
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
、
従
来
の
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
と
比
べ
て
、
漆
黒
か
ら
鮮
や
か
な
色
彩
ま

で
、
よ
り
繊
細
な
表
現
が
可
能
だ
。
し
か
も
消

費
電
力
が
少
な
く
、
薄
型
化
も
し
や
す
い
と
い

う
利
点
が
あ
る
。
こ
う
し
た
特
長
か
ら
、
有
機

E
L
の
活
用
範
囲
は
今
後
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
有
機
E
L
の
研
究
開
発
に
、
出
光
は 

1
9
8
0
年
代
と
い
う
早
い
段
階
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
石
油
化
学
分
野

で
磨
き
上
げ
て
き
た
分
子
設
計
や
特
殊
有
機
合

成
技
術
の
蓄
積
が
あ
る
。
研
究
者
た
ち
の
粘
り

強
い
挑
戦
は
、
当
時
「
不
可
能
」
と
さ
れ
て
い

た
青
色
有
機
E
L
材
料
の
開
発
で
実
を
結
ん

だ
。
青
色
発
光
は
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
光
の

三
原
色
で
あ
る
青
、
緑
、
赤
の
中
で一
番
高
く
、

実
用
化
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
技
術
的
に
最

も
難
し
か
っ
た
が
、
出
光
は
世
界
で
初
め
て
そ
の

実
用
化
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
画
期
的
な

研
究
成
果
は
、
フ
ル
カ
ラ
ー･

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
実

用
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

2
0
1
8
年
の
全
国
発
明
表
彰
恩
賜
発
明
賞
の

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
新
発
光
方
式
の
開

発
に
よ
り
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
発
光
効
率
と
長
寿

命
化
を
実
現
。
こ
の
成
果
は
、
2
0
2
2
年
5

月
、
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
業
界
の
世
界
最
大
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「D

isplay W
eek 2022

」
で
最

優
秀
論
文
に
選
ば
れ
た
。

特
定
の
有
機
化
合
物
（
発
光
材
料
）
は
、
電
流

を
流
す
と
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
分
子
が
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状
態
（
励れ
い

起き

状
態
）
に
な
る
。
こ

れ
が
元
の
状
態
に
戻
る
と
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
差

に
よ
っ
て
発
光
す
る
現
象
を
利
用
し
た
の
が
有
機

E
L
だ
。
有
機
化
合
物
は
粉
末
状
で
、
そ
の
ま

ま
で
は
発
光
し
な
い
た
め
、
発
光
材
料
を
薄
く

膜
状
に
し
た
「
発
光
層
」
を
挟
む
よ
う
に
、
電

子
の
流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
の
機
能
を
持

つ
層
を
重
ね
る
こ
と
で
発
光
さ
せ
て
い
る
。

第 2 話

有機EL

映
像
表
現
の
可
能
性
を
広
げ
る

有
機
E
L
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

『
出
光
ブ
ル
ー
』と
呼
ば
れ
る

世
界
初
の
青
色
有
機
E
L
材
料

有
機
E
L
が
発
光
す
る
仕
組
み

有機ELの発光の仕組み

細
川
の
出
番
だ
け

４
〜
５
０
０
人
に

増
え
た
の
が

ガ
ラ
ガ
ラ

だ
っ
た

お
客
が

見
え
な
か
っ
た

の
か
？

本
当
で
す
か
？

大
成
功

だ
っ
た
な

世
界
初
と
な
る

有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ

だ
っ
た

本
格
的
な
開
発
が

一
気
に
始
ま
る
こ
と
に

な
る
の
だ
っ
た

こ
の
発
表
を
境
に

有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
可
能
性
は

世
界
中
の
電
機
メ
ー
カ
ー
の

注
目
を
集
め
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本誌掲載の写真、イラスト、記事の無断転載を禁じます。

幼い頃訪れた出光の製油所で、CNXに挑戦する主人公

アンモニア製造技術を研究する社員

あの日、見上げた製油所の空。
いま、守りたい未来がここにある――。

2024年11月9日より全国で放映している当社の新テレビCM 
「このまちの未来」篇では、社会科見学で出光の製油所を訪
れた少女が、大人になって出光の社員として戻ってくる姿を
描きました。

エネルギー・素材の安定供給とカーボンニュートラル社会の
実現。 
その両方に挑戦する私たちの想いを、
Aimerの新曲「うつくしい世界」とともにお届けします。

出光のCNX＊で、このまちを守る。
カーボンニュートラルに挑む誇りを描く

テレビCM
放映中 ！

次世代電池材料を研究する社員

＊ CNXはカーボンニュートラル・トランスフォーメーショ ンの略で、出光興産独自の概念。
燃料油・化学品の製造を行う製油所・事業所を、カーボンニュートラル実現のための拠点、
すなわち「CNXセンター」に転換するという構想を進めている。

CNXの取り組みを
伝える特設サイトはこちら

幼少期の主人公




